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氷川神社天王祭と南沢湧⽔群を訪ねて

７⽉１５⽇は『南沢の氷川神社の天王

祭』でした。

派⼿で商業イベント的な祭が多くなっている

昨今にあって、昔ながらの村祭を感じさせる

⼼地よいお祭でした。

⼜、氷川神社を擁する南沢湧⽔群の湧

⽔量がこの時期は⼀段と豊富になります。

そんな訳で天王祭におじゃまし、緑濃い南

沢緑地保全地域を歩いてみました。

⾝近なところに、こんなナイス・ヒーリングスポ

ットがあることを、ご存知でしたか？

春さん

笠松通りを⾏くと⼤きな案内がありま

した。

⽴派な幟（のぼり）が⾒えてきまし

た。

お祭につきものの喧騒もなく、深い⽊

⽴のなかに村の鎮守さまは佇んでい

ました。この神社は、在原業平の東

下りの古⽂書にも出ているほど歴史

があるそうです。今のお社は昭和４

６年に再建されたものだそうです。

境内に⼊ると⽤意万端整って開幕を

待つばかり。その後ろでは⾚ちゃんを

抱いたパパとママがパチパチと神殿に

⼿を合わせていました。いつの時代も

我が⼦の成⻑を願う親⼼ですね。

こちらの⽊陰は、『カブトムシあげます』

のコーナー。

神官による<祝詞奏上>、<お祓い

>等の祭礼神事が始まりました。

それまで賑やかだった境内は、厳粛な

空気に⼀変です。

疫病除けを祈願して江⼾時代に始

められた祭ですが昭和３０年ころに

中断してしまったそうです。

平成１９年に祭の復活が叶い、その

時に作ったのが直径三尺三⼨、東久

留⽶市内で最⼤の⼤太⿎です。

祭礼が終わると厄除けの太⿎がドー

ンと打ち鳴らされます。

この夏も健康で乗り切れますよう

に！」

お待ちかねの⼦ども御輿の出番で

す。ワッショイ！ワッショイ！

明治時代に作られた⼤⼩２基のお

神輿は、地元の原⽊が使われいて⾒

た⽬より相当重いそうです。

ガンバレ、ちびっ⼦達！！

⼦ども御輿の御渡（とぎょ）の間に

も、無病息災を祈願する⼤太⿎を打

ち鳴らし続けます。

⽒⼦さん⽅が順番に、しきたりにそっ

て打ち続けるのですが、これだけの太

⿎となると全⾝を使うので、翌⽇、体

が痛いとぼやく声も・・・。

⼦ども御輿の渡御が、そろそろ終了で

す。

珍しいと思ったのが、御輿の三⽅に丸

い銅鑼（銅鏡）のようなものが下が

っていて、担ぎまわる間中ジャンジャン

と叩き鳴らしていることでした。

次に和太⿎グループ『楽⿎』の皆さん

によるお囃⼦です。

笛や太⿎、鉦の⾳に祭も⼀段と盛り

上がります。

いよいよ⼤⼈御輿の渡御です。かつ

ては、東久留⽶駅から所沢街道まで

も巡幸していたとのこと。現在は交通

等の理由で境内巡幸のみ。それで

も、ワッショイ、ワッショイと練り歩く様

⼦はなかなか勇壮なものでした。

⼤⼈神輿にも丸いチャッパのようなも

のが下げてあり、三⽅からジャンジャン

と叩き鳴らしながら担ぎ廻っていまし

た。

「僕達だって⼤⼈に負けないよ！」。

ウン⼗年後に、この⼦達がドーン・ドー

ンと⼤太⿎を打ち鳴らし御輿を担い

でいてくれるといいですね。

今年の渡御も無事終了。

これは、後⽇撮った写真です。

ジュースを配っていただき、喉を潤しな

がら『楽⿎』の演奏を楽しむ皆さん。

次に神社の⿃居の前を流れる清流

沿いを歩いてみました。

ひんやり涼しく気持ちのよい道です。

おや！ 可愛い靴が・・・。 どこかで

誰か⽔遊びでもしているのかな。

あれ 誰もいない！！

こっちにも、だ〜れもいません。

奥の⽅はうっそうと⽊々が茂り、聞こえ

てくるのは堰を落ちる⽔⾳ばかり。

『雑⽊林のみち』という案内板がでて

きましたので、ちょっと⾏ってみましょ

う。

林の中は森閑としていて、⽬と⿐の先

の祭の賑やかさがうそのよう。

ご覧の通り、この地は『東京の名湧⽔

５７選』にあげられています。

⼀昨年、環境省による『平成の名⽔

百選』にも都内で唯⼀選定されまし

た！！

看板に偽り無し！

コンコンと湧き出でる⽔は、澄み切っ

た流れとなってサラサラと惜しげもなく

流れています。清冽な流れは⼼まで

澄み渡らせてくれるのか体中に清涼

感が満ち満ちてきました。

時折祭りの⼤太⿎がドーンと聞こえま

す。なんだかここは別天地。

戻って⾒ると、どこにいたのか⼦ども達

があっちでも・こっちでも流れの中で⽔

遊びに夢中。

｢靴忘れずにね〜。｣

氷川神社を通りすぎると、流れは南

沢⽔辺公園の脇へといきます。

ここは開園４年ほどの新しい公園で

すが、東久留⽶市とボランティア団体

の協⼒という新しい試みで管理されて

いるそうです。

野草の植えられた⼀⾓です。

毘沙⾨橋へ着ました。南沢の沢頭で

⽣まれた⼩さな流れは、ここで落合

川に合流し河川へと変貌します。

ほんの数百メートル歩くだけで、こんな

変化が⾒られるなんで驚きですね。

⼀級河川、落合川です。奥に映って

いるのが氷川神社の鎮守の杜です。

さて、落合川沿いの遊歩道を鴨でも

⾒ながら家路へ向かうとしましょう。

伝統に触れマイナスイオンを浴び⼼と

体に楽しい⼀⽇でした。
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